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－１－ 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第 87 号 2014 年 10 月 1 日発行 

 ＜今月号掲載＞ 

 ●「カッコーフェスタの季節ですよ」「イーパツ PC リユース寄贈団体決定」   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.2 

 ●「市民活動インターンシップを受け入れました」「市民活動の現場から」  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.3 

 ●「FM やまと～やまとっこ☆みつけた～」「活動分野シリーズ」  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.4 

２０１４ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

*「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 今年は大和市民活動センター設立１０周年 

[活動分野]シリーズ（７） 

 ～人権擁護・平和推進～ 

4 ページをご覧ください。 

10 周年記念交流会を開催します 

  「課題は未来につながる」 

   ～これからの 10 年を考える～ 

11 月 22 日（土）１３：００～１６：００ 

大和市勤労福祉会館 ３F ホール 

「センター」設立に関わってくださった方たち、現在も 

関わっている人たちで思いを共有し、交流して市民活 

動をつなげ、これからの 10 年を語り合いましょう。 

                  当日、センターは休館します 

 

「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」作品シリーズ その 5 「希望の発見」  

 
「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」は市民活動団体

「ドラマティックカンパニーYAMATO50」が大和市文化振興課と

協働事業で実施しています。若者の発表活動をサポートすると

ともに、大和をイラスト溢れるまちに変えていくことを目的に、平

成 23 年度から実施している公募型のコンペです。「あの手この

手」では、来年 3月号までの表紙に 10 回シリーズで入賞作品を

紹介します。 

大和市に暮らす人(主に子

供たち)に大和市ならではの

良さに気付いて(発見して)欲

しい。そしてそれはそこで暮

らしていくなかで宝物のよう

な思い出になるはず。という

メッセージを込めました。 

 

イラスト＆メッセージ 田中 龍太 

 

「センター」のモットー 
 
   あの手この手 
 
楽しいことがあるのなら 

みんなで一緒に楽しもう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で楽しもう 
 
困ったことがあるのなら 

みんなで一緒に解決しよ

う 

あの手この手で考えて 

あの手この手で解決しよう 
 
あの手この手の作戦会議 

あの手この手で問題解決 



 
 
 

 
  

＜ワークショップ参加団体＞ 各団体企画の 1 時間！期待してま～す 

「大和南京玉すだれの会」「おりがみサークル」「ＮＰＯ法人ナルク横

浜」「食のアトリエ・地域通貨クラママ・ Give ＆Take Plus」 

「大和市地域活性化実行委員会」「一般社団法人 やまと災害ボランテ

ィアネットワーク」「ＮＰＯ法人ピープウ・ラボ アトリエピッピ・お

んがくサークル スマイル」「介護のハッピー合同会社 デイサービスハッ

ピー鶴間」 

 

－２－ 

◆◆◆◆◆◆◆ 第 10 回かながわイーパーツ リユース PC寄贈プログラム 寄贈団体決定 ◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 

 

◆◆ チームピースチャレンジャー ◆◆ 

私たちは途上国の貧困の問題を、寄付をするのではなく、

途上国の子どもや女性たちが自分の力で自立した生活が

出来るように支援活動を行っている NGO 団体です。年に 2

回現地を訪問し、国内では現地の様子を報告する報告会、

写真展、上映会、講演会、フェアトレード物産展等を行い、

みなさんに途上国の現状をお伝えしています。私たち TPC

にとって、現地の状況をお伝えするのにPCは不可欠です。

団体のデータ―保持と映像用の PC に分けて使用できるこ

とに感謝しています。（代表 蔵田えり）                                   

◆◆ 点図サークルオーロラ ◆◆ 

視覚障害のある方に、点図作成ソフト「エーデル」を使っ

て、触る図形（絵本・回路図・挿絵・地図）や、独自に作成し

た数字とカナのフォントで作ったカレンダーと日めくり等を

作るのに PCは欠かせません。 

まだ使える PC をリユースすることでは大変意義のあること

で、こうして提供していただけることは、ほんとうにありがた

いことです。ただ、勝手なことを言って申し訳ありませんが、

頂ける機種などが予めわかると、使い勝手によって選べる

ようになるので、助かると思いました。 （報告書より抜粋） 

 

 

 

 

8 月 31 日（日）小田原市民会館 6F はイーパーツ PC 寄贈

60 団体と県内の 8 市民活動センター、イーパーツや関係者

を入れて 100 名を超す賑やかな寄贈式になりました。大和

市民活動センター登録団体では、活動内容の審査から下記

3団体へ PCが 2台づつ贈られました。 

参加団体の活動を、いつも感心して聞い 

ています。また、支援団体側のイーパー 

ツの活動報告や講習も、ボランティア仲 

間にとっては 為になる、学べる発表 

11/8 (土)・9 (日)  
 10：00～16：00 

今年も 

きてね！ 

カッコーフェスタのキャラクター 
カッコちゃん 

どんなワークショッ

プがあるのかしら？ 

だと期待しながら毎回楽しみにしています。 

参加団体の PR ちらしをズラッと並べて「プチちらしコンテ 

スト」。一息ついて地元伝統芸“ういろう売り口上”に拍手

がわき、みんな揃って“はい、パチリ！”。 

         このプログラムを通して、市民活動動団体 

間の交流、そして神奈川県下の市民活動 

センター、「イーパーツ」・支援企業の多くの 

皆さんと話す機会を持てたことをありがた 

く思います。（担当 望月則男） 

どれに参加 

しようかな 

 「企画・打合せ会」を開催します 

10/ 7(火）・ 10/16(木）・ 10/20(月）  

10/31(金) ・ 11/ 5(水） 

        いずれも 14:00～16:00 
 都合のよい日に参加して 
     どんどん意見を出してください。 
＊参加団体には打ち合わせ記録をメール連絡 

市民活動団体の活動を市民の皆さんに PR するお祭りです。 

  展示、販売、実演など参加方法はいろいろ。 

    参加希望の団体は申込みしてください。 

      アイディア満載のお祭りにしましょう！ 

◆◆ WE21 ジャパン大和 ◆◆ 

ショップのPCのインターネット接続工事で年代物のPCでは

容量が足りない事を指摘されました。新しい PC の買い替え

を検討中のところへ、PC を譲ってもらえるという情報を市民

活動センターのお便で知りました。すぐに申し込んだとこ

ろ、2 台を頂くことになりました。日頃から経費節約を心がけ

ている NPO 法人にとっては、とても有り難いシステムだと感

謝しています。頂いた PC は、早速会計処理の面で活用が

始まっています。これから多方面で活用していきたいと思い

ます。（代表 小宮千菊） 

 

9 月 20 日(土)曇り 

「大和の観光資源を発掘、企画する会」の上田康史

さんが立ち寄り、大和市のトイレ事情調査ボランティ

アの調査員たちと打ち合わせ。既に鎌倉・藤沢では

実績があり、今回は大和市での調査となりました。

立派な『鎌倉綴り』をめくると、鎌倉の神社仏閣案内

と一緒に「トイレ」「灰皿」「喫煙禁止区域」「歴史メ

モ」など盛り沢山。聞くとその撮影・製本まで自作だ

とか。大和市版の発行が待たれます。（Ｎ.Ｍ） 

 



 
 
 

 

 

 

  

－３－ 

[市役所にて]  管理栄養学科（R.T） 

市役所の栄養士の仕事は栄養関係のみでなく、イベン
トの企画など、様々な仕事をしていることを知りました。 
 
[市民活動センターにて] 

ボランティアは初めての経験でしたが、もっと色々な方と
触れ合っていきたいと感じたので、これから積極的にボ
ランティア活動に参加しようと思いました。これからは、栄
養の勉強だけで視野を狭くせず、色々なことを経験し、
視野を広くしていこうと思いました。 

 

         大和市芸術文化振興会主催      

      『０歳児からのコンサート』 

    8 月 26 日（火）10：30～ウィーンホールにて 

10 時前からウィーンホールは子どもとお母さんで大

賑わい。この日は幼児も参加するので、いつもは演

奏家が使用する舞台に、お昼寝できるようにと、ボ

ランティアの高校生たちが柔らかいマットを敷き詰

めました。幼児、お母さんが安心してコンサートを

楽しめるように、あちらこちらに高校生が立ち、オム

ツ交換や授乳の場所などを案内しました。「森のく

まさん」「パンダ･うさぎ・コアラ」など、サックス四重奏

に合わせて全員で歌ったり踊ったり、大盛り上がり

でした。（S.S） 

『オータムふれあいコンサート』 

    9 月 15 日（月）14：00～ウィーンホールにて 

ボランティアとして参加した高校生７名が、お年寄り

の靴を整理したり、空いている席まで案内したりと、

大変喜ばれました。お年寄りは、ハンドベルとピア

ノの音色にうつとり。声楽家の歌声に感動の様子で

した。「懐かしい歌も沢山あり、嬉しかった。」「みん

なで歌った“ふるさと”忘れません。」と話しながら帰

途につかれました。高校生は楽器や絵画の移動、

椅子の片付け、靴箱の整理まで頑張りました。

（S.S） 

 

[市役所にて]  メディア情報学科（A.T） 

女性の課長は数人いるとのことですが、市議会 
を傍聴して女性の部長がいないことが分かり、 
これから少しずつでも女性の部長が増えればと 
思いました。 

 
[市民活動センターにて] 

家の近所に盲学校があるので、道で白杖を持
った方をよく見かけます。街でも目が見えない人
が困っていたら、積極的に声をかけ、助けにな
れればと思いました。 

 

[市役所にて]  健康栄養学科（M.Y） 

実際の公務員の方の働き方を見て、学ぶ 
ことができて、とても参考になりました。 
 
[市民活動センターにて] 

普段から自分が参加できるような活動が 
沢山あるのだと知りました。市民活動団体 
のみなさんが快く受け入れてくれて、とても 
うれしかったです。 今後も機会があれば 
是非、市民活動センターの活動に参加し 
ていきたいと思いました。 

 

日経新聞が毎年実施している全国の女子大学を対象とし

た地域貢献度ランキングで 3 年連続１位の相模女子大学

の学生に、これから社会に出て一市民として地域活動に

参加することの意義や公務員という職業について理解を

深めて頂くために実施しました。 

学生３人は盛り沢山のカリキュラムを大変意欲的に取り組

んでくれました。市民活動課としても学生を引率する際

に、様々な市民活動の現場を経験できました。インターン

シップの学生を通じて、市民活動団体と交流を深める大変

良いきっかけとなりました。(市民活動課 松原正明) 

 

穏やかな感じの相模女子大生 3名が、「センター」に登録

している 3 団体を訪問。それぞれの活動を見学し、活動

の目的・内容・思いなどの説明を詳しく聞きました。  

視覚障害者のサウンド・テーブルテニスに参加し、一緒に

競技を体験。競技の楽しさやボランティアの協力なしでは

競技ができない状況を知りました。視覚障害者の交流会

にも参加。最後に「若い方たちが、私たち障害者を理解し

てくれることが何より嬉しい」と、代表の髙橋さんが話され

ました。また市民活動課の職員が初めて来てくれたと大

喜び。市民活動課と「センター」との協働の関係を実感し

ました、との感想も述べられました。( 櫻井貞代）    

爽やかな風が吹き抜けました ～市民活動インターンシップを受け入れて～ 

本音が言えたかな？ （インターンシップ報告書より） 

          大和市地域活性化実行委員会主催 

「恋するフォーチュンクッキー西鶴間～南林間 Ver.」 

    プロモーションビデオ完成お披露目会 

90 団体、500 人が参加したプロモーションビデオがついに完

成。23 日（火・祝）、西鶴間コミセンでのお披露目会には、地

域の人たちが 30 人程集まりました。「○○さんだ～」などと声

が上がり、顔の見える関係の温かさを感じました。 

続いて、県・商業流通課まちづくりグループの鈴木博明さん

の「高齢化だからこそできるまちづくり」の講演では、まちづく

りは諦めないこと、足りないものは補えばよいこと、伝える

努力が必要だということを学びました。その後の「まちの活

性化と地域づくりコミュニティ会議」では、活性化に向けて、

商店会の人、自治会の人から意見が出され、また、実行委

員長からは秘策が披露されました。（M.I） 

 

市民活動の現場から その２ 

市民活動の現場から その 1 
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ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 

  

  朝ラジ☆ホッとスクランブル 

   大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

－４－ 

第 219 回 9/2 (火) パソコンと遊ぼう会 

～写真入り名刺やハガキを作って ～                   

第 220 回 9/16(火)  大和市地域活性化実行委員会  

～「恋するフォーチュンクッキー」西鶴間～南林間 Ver ～ 

 

   「あの手 この手」 第 87号  発行日・2014年 10月 1日     発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 
  大和市民活動センター ＜開館・月～土 9：00～18：00＞      TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
       http://www.kyodounokyoten.com/   

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

 

10/7（火） 大和市革新懇 

市民の生活と人権擁護・平和推進に取り組んでいる団体

です。毎月 9 日に平和の推進行動を行い、毎年ライブ＆

トークを企画しています。 
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★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

10/21（火） クレールシンフォニー 

親子連れでも気軽に参加でき、明るく楽しい演奏活動を

通して、地域の皆さんに喜んでいただけるような活動を

目指しています。 

生涯学習センターで開催された「のぎく大学」のskype

（パソコン電話）の講習会が終了したときに、このまま

終わってしまうのは寂しいと思って立ち上げました。 

平均年齢 70 歳を超えた人たちが、時代にとり残され

ないように頑張っています。教本とプロジェクターを使

っているので、分かり易く、学びやすいです。パワー

ポイントでプレゼンや発表などしたいと、抱負を語りま

した。 

 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ    ９：００ お忘れなく！ （再放送は当日の １５：００ と ２１：００ です） 

＜出演しました＞ 録音CDが大和市民活動センターにあります。 

       早朝ウォーキングを始めて 2 ヵ月。すれ違う人 

     皆さんに「おはようございます」と挨拶をしている。 

   「おはようございます」の言葉の魔力か、ほとんどの人 

 が「おはようございます」と返してくれる。朝の清々しい空 

気を吸い、季節の移ろいを肌で感じ、爽やかに挨拶を交 

わす。“早起きは３文の得”を実感しています。（M.I） 
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第 1.3.5(火)生放送 

9:00 ⇒10：00 

 

「恋するフォーチュンクッキー」の踊りで地域を盛り上げ

たいと、立ち上がったメンバーの勢いが感じられる生放

送でした。地域のことを知らない人に知ってもらう、知っ

てる人にはより繋がれるようなきっかけ作りになればと、

いっしょに踊り、いい関係になってくるのを実感したと

のこと。90 団体が参加したプロモーションビデオ完成

お披露目会は 9月23日(火・祝)に西鶴間コミセンで行

います。 

[活動分野]シリーズ（7）：人権擁護・平和推進 

         「大和市革新懇」は 「平和・民主・革新の 

            日本をめざす大和市の会」の略称です。 

            1981 年に全国革新懇が生まれ、今では 

            450 万人もの会員がいるのですが、大和市

ではようやく 2002年 12月にできました。以来 12年、80名ほど

の会員が思想信条の違いを超えて、市民生活の向上と人権の

擁護、平和の推進に力を合わせています。会員に届けられる

全国革新懇新聞には毎号様々な分野の方のインタビューが載

っています。例えば広島で被爆した画家の平山郁夫氏、核兵

器廃絶を訴える瀬戸内寂聴氏、百歳を超えてなお憲法九条を

変えるなと訴える日野原重明氏 等々。 

私どもは毎年ライブ＆トーク「平和をねがう市民のつどい」を行

なっています。『世界がもし 100 人の村だったら』などで知られ

るドイツ文学者の池田香子さんにも講演して頂きました。        

第 221 回 9/30(火) NPO 法人まんま＆地域家族しんちゃんハウス 

～居心地がいいから居場所になる～ 

                  子育て中、本当に必要な情報を集めて情報誌を発

行。読者からの「集まる場所が欲しい」との声が「親子

のひろば」開設につながったとのこと。「ひろば」に行

けば、子育てをしている同じような年齢の人たちがい

る。ランチを共にすることで、だんだんと本当の気持ち

で話せるようになり、関係性ができてくれば、相談も出

てくると、子育て支援の現実を語ったのは金子さん。 

大和の子育て支援センターは車が止められない、飲 

食ができないということで、瀬谷の「ひろば」に行くママ

たちが大勢いるとのこと。行政区は関係なく参加してく

れていいのだけれど、何とか大和にも居場所をと、7 月

から「Babyサロンまんま＠大和」をスタート。妊婦さんか

ら中学卒業くらいまでの人たちが、気持ちよく笑顔で

いられるようにと「しんちゃんハウス」を運営している舘

合さんは、子育て支援団体が手をつないて、居心地が

いい居場所を作って行きましょうと、語りました。 

今年は10月 19日（日）14時から林間学習センターで第12

回の「つどい」を行います。「南町たんぽぽ団」のギター演

奏と元NHKディレクター 戸崎賢二氏の講演「NHKを考え

る・公共放送と政治」。 毎月 9 日には大和駅前で、憲法九

条を生かそう 変えるな！と訴えるリレートークと署名要請を

行なっています。 通りかかったら 是非ビラをお受け取りく

ださい。 代表世話人 上野 格 


